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The active ingredient of Hameran is the sodium salt of the calcium complex of the 

sulphated oxidative breakdown-products of polygalacturonic acid methyl ester. 

Hameran has the property similar to Heparin, exerting an antithrombotic and anti・

phlebitic action. 

Hameran was administered to 4 回sesof thrombophlebitis, with beneficial effects 

obtained. Pain, pain on moving and tenderness subsided within 2 or 3 days. Marked 

remission of edema of the vein was recognized in 1 and 2 weeks. 

Hameran had a slight effectiveness on patients complaining of persisting pain after 

operative removal of ganglion of the right elbow joint or of phlegmon due to paravenous 

inJect10n. 

In one patient, side effect of dermatitis occured, which however disappeared after 

discontinuing the administration. 

We suggest that the use of Occlusive Dressing Technique (0. D. T.) would be 

preferable on treatment with this agent. 

1.はじめに

Heparinoidは Pectin を硫酸にて酸化的分解して得

た低分子の多硫酸エステルを心で複合させた高分子

化合物である．而して， Heparin様の性質を有しF 抗

Thrombin作用及び Thrombin形成阻止作用を有する

としサイLる．

われわれほ Heparinoid1 H<1meran）を藤沢薬品より

J)W；されたので，その使用料般について述べる．

2.使用方法

Hameranの使用方法として，初期にはこれをリント

布に薄く伸ばしP 1日2回忠叫に汁てる方法を用いた

が，この方法は多量の薬剤を要したので，後期には患

,;1;1二本剤を塗布しその上を薄いピニー弘シートで被覆

するという方法を l日1回路行した．

3.効果判定

J血栓性静脈炎の 2例に Hameran使用前後の静脈振

影を施行し静脈の状態を比較した．

その他の症例では底、部の硬紡， 18赤，疹痛， l主痛な
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I 1月27日右上肢の静脈撮影を胞行し（｜寸2;, 同時

に Hameranの塗布を開始した．

2日目にはすでに修1ii11 圧痛斡快しF 5日間には鉛

筆大の腫脹硬結_;J；軟化し始め約6cmに縮少した． 1日

2回リントにて用いる刀法は多量の薬剤jを要するの

でP 12月3日より l日l回塗布しビニールιートで被

覆する方法にかえた． 9日目には更に腫脹硬紡が！軟化

しp 皮膚の変色も消槌した. 10日目に随行した静脈撮

影では（図3)Hameran使用前に比してF 静脈の著明

な改善がみられた. 12月11日14日目には約Liemの碇

結を残して殆ど正常に回復した．

本症例は術後安静臥床のためイ111骨i却に鶏卵大の祷創

を生じp 発赤y疹痛を訴えたので， Hameranを使用し

たところ， 2～3日で疹痛，発赤が軽快消失した．

症例2：小0 . ' 52才p 男．（凶4)

Heparinoid (Hameran lの使用経験

症 1§1]1 点在 HI;,62才， ＇！）. （図 l) 

病名：；左fI上l皮血栓陛静脈炎．

既往： 12才の時虫垂炎手術．

主訴 lX'.fi上肢静脈硬結，修11(1.

病歴及び経過：昭和38年 9月23日ljrl'fti・，＇・＇；のため胆

嚢，総輸胆管p 十二指腸切除術を施行しp 完全胆汁凄

とした．その後p 連日の輸液， J/Ll，抗癌剤の静注に

よりp 10月中旬頃より次第に両上It主静脈の硬結閉塞p

疹痛p 圧痛，皮J留の変色を来たし，静脈は線状に硬結

しP とくに肘静脈の 1部に約8cmに亘り鉛筆大の腫脹

硬結を来たし，腕関節より肘関節←！：：：；＇；－日までは静脈注射

不能となった．

どの白覚的他覚的症状を比較した．

（表 I) 停44.症

1 

疹 考

存1·~町長話；；こよ
り静脈J〕1内径
の者li)jな改？
をみとめた

｜発赤帽眠・百仕｜抽
I ~変色四肱眠加 IM

（＋） ｜ （＋） （＋）長さぶ）8
｜ ！ ノ cm太さず！河大l

I l著効

jz日目－） I 9日間四回約J.5,
同 一ノ｜ （ー） 側こ続出、 ｜ 

一一一一一一」－ L 
（ー）（＋）（＋）

著効

信B痛圧

表

＼
l
ノ

！ 使用｜
例｜病 名前後｜

｜左右上院前｜

!rm.~ t-t M• lllR炎I"1，日目軽快
前 l

創
後 ？－3日目

痛

（＋） 

（＋） 
1与

コ～3日目（ー）二～3日目（ー）

長さ約6cm太
さ鉛筆大

7日目軟化pl著効｜同
2日目 訟 l ｜ 
( -) 16日目約2cm! I 
ノ に縮少 ｜ 

（十 Ijえさ約7
cm太さ l～51
mm ' 

f著効
9日間約－1cm 
に縮少p 12日｜
目殆ど治ゆ ｜ 

（＋）長さ lcm 
lt3mm 

上

1+1 （十）

2日目（ー） 己日目（ー）

( +) 〔＋）

2日｜三ICー）

IJ主前

栓性静脈炎後

上右左

快軽自H日ηノ臼

前

後

後

前

背

炎

炎

部脈

脈

節

静

静
；

関

性

一

性

一

栓

一

栓

一

腕

血

一

右

血

右

内

J

－

4
t

（一〕

（＋） 

2日目（ー）

（＋） 

2日目（ ） 

（十）手左

著効

3日目（ー） I （ー） 8日目｛ー）

C+> I (+) (+: 

（＋） ( ) （＋） 

3日目（ー）

c+i 

腕l前目u

一コム、’再人同月ムリ
レ
】

目
快
日

一

＋

日
軽
一
（

＼
B
Jノ
一

後

一

）＋
 

同
月

f
也、

ι

カ針
一
け

月

十

カ

一

快

州

内

径

F
1

粁

回

一

＋

日

ロμ
i

＼

口

M

J

1

F

D

 

後

一

前

後

ン

痕

腕

ネ

ォ

級

一

リ

災

ゐ

U
モ

ケ

4
1

、日グ

除
ン力
切

l+) 

5 

の
せ

川旬開

中

HAt

比、

JH

J

l

 

中
崎
せ
ず

〔＋）

5日目やや経
d快（＋） （＋） （＋） 

Ji二
7 I,. 
6 



1132 日本外科’ζ；週 第33巻第6号
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症例 1. 吉 こ春〉郎 62才p 男，胆嚢癌

定全担汁裂のため K1 JOmg静注， 15mg内~を続けたが， トロ ンボテスト1.;,¥:gに低下したので，
K1 :lC'mg ，~p.;· j:, 30mg内服に地量しトロンボテスト52?,0と改涛され始めたときに Hameranを使用

し再び32%に低下した. K1使用続行と Hameran使用中止によ りトロン ボテてい土正常にl司i<i:

した

,,1 

。
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は~内服
T K1 30m（｝ 、す

K 1 30ma 内服
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病歴及び経過昭和38年ll月19日胃癌のため胃切除

術施行，術前術後を通じて種守の補液，抗't，抗痛剤を

図 3 

病名： 左右上肢J血栓性静脈炎．

既往なし．

主訴 ：：左台前腕静脈の破事Ii，腫脹p 控，，，fl.

図 2

昭和38年ll月27日療影

左．ウログラフイン tPJ.!11〔筏

前腕とくに前腕前平 ＇~Tj尺側の静脈の閉塞f）~
’＇：号がみられる．

れ：パ・1ul分l{
尺側に尚，ウロゲラフィンの浅川：）・；みられる．

昭和38年1:2月7日療影

・r＇：ウロゲラ フイノ注射直後
uu腕とくに前腕前半及び尺側の静脈，肘静脈
の再開通狭待血管の折、大がみられる．

Jr.::・J:.fH l分後
造量2剤jは全く残｛（せず11・11;f(ii;iflJ1&：，.；，がちら
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症例2. 小0- 1 52才，胃癌

Hameran 使用前にトロンボテストを施行しなかっ

たが，手術時出血状態に異常をe認めず， トロンボ

テストは著明な安fじがなかったと考えられるが3
Hameran使用によりトロ ンポテストz,t.5%,23.5 

%と著明に低下p K1の多量投与により正常に回

慢す

使用し＇ 11月20日頃には左右前腕の静脈の殆どが3 線

状に硬結閉塞し＇－ ，＇.i¥；約 6cmに亘り鉛筆大に腫脹硬結

し，肘関節の屈伸時疹痛p 圧・l1i1あり，腕関節より肘関

図 5 

昭和38年11月25日撮影

左：ウロ グラフィン； j ： ~t11'(f長

前腕静脈の著明な血行｜埠碍がみられる．

白： 注射 l分30秒後

腕関節部に造影剤l残仏

図 6 

昭和38年12月4日係官j

f; .ウロ ゲラフ ィン注射直後

尺側静脈，肘静脈の著日月な改善がみら仁る．

左：注射後 I 分30 f•J;

腕関節部 ＇.fcび肘部に僅かに造影剤残仔

節上部まで静脈注射不能となり点滴，抗癌剤の使用を

中止した. 11月25日F*j上肢の静脈禄影を指行し（図
5）同時に Hameranの使用を開始した．

図 7 

昭和38年12月16日撮影

:& .ウログラフィン‘iA・fl1＼？＇.よ
自白腕全ft二に著明なri1t行の改善がみられる．

む：；.Pl、f後 l分30秒
殆ど造影剤lは句存せず．
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1日2回リント布に伸ばして塗布する方法により 2

日目すでに肘関節屈伸時にみられた佐伯はなくなり，

11ジ丸 皮鳴の変色も消槌し F 7日目；こ冷静脈の腫脹硬

結j>rrJ:fじし始h 駆rlil帯で静脈が拡張するようになっ

ここでピニールシート被覆1日 1[111i去にかえた

が，5日間の使用により， f支1向えを惹起したので 1日

1回塗布するのみとした．

使用開始後9日目及び21日目に再び静脈撮影を施行

し（凶6,7）症例 Iと同様に静脈病変の著明な改善を

みた．またp 静脈の腫脹硬結は次第に縮少し， 17日間

の使用により，約2cm壱残すのみとなった．以後 Ha-

meranの使用を止めたが，使用開始後27日目には約 l

αnの使紛を残すのみとなった．

症 1§1]3 ：池こ .'(;', 36才，男．

病名左手背，.Lf（性静脈た

既往；なし．

主訴 左手背痛．

病歴及び経過 ：昭和38年II月 8 日十二指IJJ,,~ ；＇j＇／喝のた

め胃切除術施行I 7日間の補液なとにより，左手背静

脈に約7仰の腫脹硬結を生じ，疹痛， fU1f11運動時疹

痛を訴えた. II月27日より H.11m・r.111塗布，11月29日

；こは感街；土Zだあったが，運動時疹痛はなくなりp 圧
痛も軽快した． 12月6日にほ腫脹硬結は約lcmに縮

'1勺疹痛も僅かとなり 12月9日号ど正常となった．

症 1§1] 4・古ご往し，16才，女．

病名： ；右前腕 ！ ！ ；、JU(i＇ ~~ :,. 

既往な し．

主訴：右前腕痛．

病歴及び経過：昭和38年II月ーl日椎問仮ヘルニアで

人続．治療中p 12月21日頃より右前腕静脈に約 Icmの

夜結を生L:，疹痛，圧痛あり， 12月21日よ りH:.111wran

を塗布したとニろ3日目より疹痛，圧痛消失しI 8日

同lこh土E更結も消失した．

症例5：坂つ 進， 19才p 男．

病名： 右手腕関節部ガンヴリオン．

主訴 ：癒痕部神経痛様疹涌．

病歴及び経過・昭和38年11月12日ガンゲリオン切

除，11月26日なお手術創痕に硬紡強く発赤圧痛，運動

時疹痛あり， 11月26日より Hameran使用し11月30日

圧痛やや軽快したが， 12月11日なお，遅刻時疹Jii1ll'_<.. f 

あり，発赤：t減少した. 12月28日？で；合した．

症例6：近一静l ~1 55才p 女．

病名： 左前腕フ Lゲモーネ．

主訴： 1_j_白fj腕のJさJ,(J，変色．

病歴及び経過 ：昭和38年9月13日左乳癌のため乳房

』j附術施行し， マイトマインン使用中10月4日これが

r1il＇収外に漏れて，該部に鶏卵大の変色硬紡を来たし，

疹痛激甚p 中央：；1;1こ小豆大のii'/i認を形成した．ボール

ザルベで；t；味を続けていたが不変のため， 11月23日よ
り Hameran を使用した． 11月29日中央J；じのij'/ii;flこ触

れると依然疹痛が激しいが，周辺部の疹痛，圧痛は軽

快し，硬結もやや軽快しt:.

5.副作用

Hameranの使用によ りIj列 （症例2）に皮！脅炎を惹

起したがp これは上肢を殆どピニールシートで被覆

し皮膚呼吸を抑制したために起ったものでありp ビ

ニ－ .，シートの使用中iiーによりp Hameran の使用を

続行しでも皮蘭炎は急速に治癒した．

症例1,2では左右上肘に広汎に Hamer<mを使用し

たた灼，症例 lでは8日目にトロンボテスト 52°0より

32%へと ：：＂l液凝1・'・1機能 の低下がみられた．（図 1）こ

れは K1の使用によって改善された．症例2では手術

時の出血状態にとく に異・i；；；：士認められず， トロンボテ

ストの著明な低下I！なかったと考えられるが， Han官・

ranの4定用により， 3日目にはトロンポテてト 2.t.5°o,

8日目には 23.5%と著明な低下がみられた．（図」〕

これも Kiの使用により回悔した．

6.成績及び考按

Hameranは胤位性飴脈炎に対して著効を示し，表l

にみられる如く I ~例共，疹痛，迷勤時疹痛，圧痛が

2～ 3日目にはすでに消失し消炎効果がみられた．静

脈の腫脹効果も I～2週間で著明に軽快した．

Hameran使用前後に静脈撮影を施行した2例では使

用後p 血管の病変の正常化， JWちP 閉塞静脈の再開

d，狭窄静脈の9内陸拡張p 血管内恨の不正形の平滑

化，及び血流速度の改i!i＇，などがみとめられた．

これらの症例は巡回の静脈注射という外因性の原因

によって惹起されたものばかりであり，且つP 発症後

数日乃至1ヵ月半以内に治療されたものであり，他の

原因によって生じた静脈炎，或は更に経過のL~いもの

に了1-:'IJか否かは不明であるが，前記した如く本剤jの使

用によりトロ Jボテス トの低下， Nnち，凝固機能の低
下が惹起きれることにより，それらのものにも有効で

あることが’(I..易に行えられる．

初期のま ：勺i'/1i：，を形成していなか付制に対しても著

効を有し， 疹痛， 11：，；，「j, 常赤が 2～ 3日はにかj!J.とし
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た.n"i疹を形成してしまったものに も有効か否かは症
例がないので不明である．

右腕関飾部のガングリオン切除後頑固な疹痛を訴え

る患者に Hameran を使用したところ自発痛は4日自

に軽快したが，運動時疹痛，圧痛，腫脹E更京都土？平易に

市i£＇快しなかった．

マイトマイシンのiUH漏れによる前腕のフレゲモー

ネに Hameranを使用し， 中央潰場部以外の疹痛は 5

日目に制 ttしたが， t貴疹部の疹痛，運動時疹耳石， 圧痛，
発赤変色は容易に軽快せず，症例5と同様，余り効果

は認められなかった．

本剤の使用法としてはp 単に塗擦するものF リント

布に伸ばして貼布するものF 皮膚に塗布してこれをピ

ニールシー トで被覆するなどの方法があるが，後者が

最も効果的と考えられる．しかし I例では数日間の使

用によって皮路炎を惹起した，cj；，ピニーノLシートの使

用を中止し塗擦するのみに代えたところ急速に皮膚炎

は消退した．即ち，本剤は皮1，＼；刺激性がないものと考

えられる．それどころか，むしろ本剤の使用によって

化粧品を使用したときの如く肌がしっと りとした感じ

を受けた

本剤を左右上肢など広汎な ；；1;1,zに使用する 場合に

i主p 症例1,2の如〈トロンポテス トの著明な低下を来

たしP 異常出血の危険がむえりれるのでp この様な場

合にはトロンボテストを随行して凝閏機能を既視する

必要がある．

7.まとめ

Hameranは血栓性静脈炎に対し；著効を示した．ま

わ初期のii＇！＇必を形成していない縛創に対しても著効

を示した．

ガンゲリオン切除後の癒J支の疹痛及びマイトマイシ

ンのιUH漏れによるフレグモーネには余り効果がみら

れなかった．

Hameran I 土 J支 l ~'j·ドIJ,'

低下させるたハ，！ぶi凡なぶ位に使用する場合には注意

を要する．

Hameranの使用法は患部に塗布し， 一れをピニー

もシートで被覆する方法が最も効果的である．


